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る。また，機関側においても，インハ
ウスサイエンスイラストレーターを雇
うことで，外注の際の煩雑な手続きや
コミュニケーションを経ずとも必要な
サイエンスイラストが短期間で得るこ
とができる。
　私自身の個人的な経験によると，日
本では大学や研究機関の「インハウス」
サイエンスイラストレーターの採用募
集を探すのが極めて難しい。まだ認知
度が低いということもあるが，インハ
ウスデザイナーの採用の難しさとフ
リーランスデザイナーの増加傾向 2）を
見ると，「職に人をつける」より「人
に職をつける」慣習が根強い組織では，
特殊で専門的なポジションを設けてス
ペシャリストを育てるよりも，何でも
できるジェネラリストを育てる傾向が
強いのかもしれない。
　よって，残念ながら現状インハウス
サイエンスイラストレーターとしての
受け皿はほとんどない状態なのだが，
2005年より科学と社会の橋渡し役が
必要である認識が強まってきた 3）こと
を受け，現在多くの大学や科学館など
には科学技術コミュニケーター（SC）
が存在する。サイエンスイラストがサ
イエンスコミュニケーションにおける
重要な媒体であることはこれまでに何
度も述べた。SCを切り口にサイエン
スイラストレーターとして活躍するこ
とは実現可能で，実際私はそうして開
拓してきている。

メディカルイラストレーショ
ン学会に参加して

　本連載では医学に関するイラスト
（メディカルイラストレーション）を
サイエンスイラストに含めて話してき
たが，メディカルイラストレーション
はその歴史の深さと需要の高さから本
メディカルイラストレーション学会
（ ）とい
う独立した学会も存在する。その学術

　「サイエンスイラストで『伝わる』
科学」というタイトルで始めた本連載
も今回で最終回となる。一年を通して，
なぜイラストなのか，何に使われるの
か，誰に向けたものなのか，そして人
を惹きつける理論からテクニックま
で，サイエンスイラストについての自
分なりの考えを一通りご紹介した。最
後に，これからのサイエンスイラスト
について意見を述べたい。

誰でもサイエンスイラストを
作成できる時代

　第 7回（本紙第 3542号）で少し触
れたが，これまではイラスト制作とい
えば Adobeソフトウェアなどのプロ
フェッショナルツールを駆使するのが
一般的であり，それゆえ制作に対する
ハードルが高かった。しかし，昨今は
初心者でも感覚的に扱えるデザイン
ツールが充実してきており，前回（本
紙第 3558号）お話しした生成 AIの
発展も加わって，イラスト制作のハー
ドルがグッと下がったように思う。
　サイエンスイラストを手に入れるに
は，「自分でゼロから全て作る」「自分
で描写ツールを活用して作る」「プロ
に依頼する」の 3通りあるかと思うが，
それぞれのメリットとデメリットを図 1

に載せた。今後は誰もが低くなった制

作ハードルを軽々飛び越え，「自分で
描写ツールを活用して作る」ことが主
流になるだろう。さらにオンライン学
習や動画配信サービスが身近になった
今，イラスト制作の Tipsも簡単に学
べるため，ますます自分で制作する人
が増えていくように思う。
　誰もがサイエンスイラストを作成で
きるようになると，一般的なイラスト
のクオリティも「底上げ」されていく。
これからのプロの役割としては，そう
したレベルの上がったイラストの目利
き役，そしてさらなるスキルアップに
向けた指導役が求められるだろう。

インハウスサイエンスイラス
トレーターの受け皿はあるか

　他のクリエイターにも共通すること
だと思うが，サイエンスイラストレー
ターにはフリーランスとインハウス
（雇われ型）の形態がある（図 2）。私
は駆け出しのころ，米コーネル大学鳥
類学研究所等でインハウスのサイエン
スイラストレーターとして，内部の研
究者と二人三脚でのイラスト制作の経
験を積めた。インハウスの最大のメリ
ットは機関内部に入り込めることで，
公表前の研究内容をビジュアル化する
依頼が多いサイエンスイラストレー
ターにとっては非常に重要なことであ

サイエンスイラストで
「伝わる」科学

イラストの活用によって見る人を惹きつけ，情報を直感的かつ記憶に残るかたちで伝えることができます。
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これからのサイエンスイラスト第 12 回（最終回）

集会に先日登壇させていただいたのだ
が，そこは医師とイラストレーターが
一堂に会する非常に刺激的な場となっ
ており圧倒された。驚いたのは，多く
の医師がメスをペンに持ち替え，イラ
スト技術を磨こうと日々努力されてい
ることだった。
　第 1回（本紙第 3518号）で，私は
患者として医師によるイラストを使っ
たコミュニケーションに感銘を受けた
旨を述べた。医療の現場においては，
そうした患者に対するコミュニケーシ
ョン以外にも，オペレコ（手術記録作
成），術前の会議，手術見学生への教育，
後輩指導でもイラストを活用する機会
が多くあるそうだ。どれだけ技術が進
化しようと，人間同士のコミュニケー
ションは残り続ける。そうしたコミュ
ニケーションの媒体として，イラスト
を用いることは古典的だが最も有効な
手段の一つであると改めて確信した。

＊
　思えば私が自分を「サイエンスイラ
ストレーター」と名乗るようになった
のは 2014年ごろからで，今年が 10年
目の節目となる。たった 10年である
が，前半の 5年，後半の 5年でサイエ
ンスイラストを取り巻く環境と求める
需要は大きく変化したように思う。こ
の先の 5年，10年，いったいどのよ
うになるのか。予想はつかないが，残
り続けるのは先に述べた人間同士のコ
ミュニケーションである。何かを「伝
える」ため，これからもイラストを描
き続けていこう。長い間ご覧いただき
ありがとうございました！

●図 1　サイエンスイラストを手に入れる 3つの方法および各方法のメリットとデメリット
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自分で描写ツールを活用して作る

プロに依頼する

比較的低コスト。
努力すればスキ
ルは身に付く。

そこそこのもの
が短時間ででき
る。

クオリティの高
いものが期待で
きる。

Adobe, Power Point, タブ
レットなどを使うが……

「プロに依頼する
科 学 イ ラ ス ト の
ススメ」1）など参照

biorender など素材が豊富
で感覚的に扱えるツール

慣れない場合は制作時間がかかる。
デザイン性が低く，非常に見にく
くなることが多い。

テンプレートにとらわれて伝えた
い本質からズレることがある。

“痒いところに届かない”ときがある。
費用がかかるときがある。

依頼する上でのコミュニケーション，
描き手側のリサーチに時間がかかる。
費用がかかる。

●図 2　フリーランスとインハウスサイエンスイラストレーターのメリットとデメリット
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所属機関のしがらみなく
自由に仕事ができる。
基本的に著作権は制作者
が持つ（契約による）。

収入が安定。
機関が持つ機密情報にも
触れられ，内部の人物と
頻繁にコミュニケーショ
ンが取れるのでスムーズ
に制作ができる。

収入が不安定。
機関が持つ機密情報に触れられな
いことが多い。
内部の人物と頻繁にはコミュニ
ケーションが取れない。

所属機関の雇用者としてそれなり
に自由は制限される。
制作物は職務著作になるため扱い
に注意が必要。

使えるイラスト活用法 （能力をパラレルに持つ）
これからは一つの職業，一つの能力に絞るのはリスクの
高い時代になってきた。
本文中，スペシャリストとジェネラリスト云々を述べた
が，どちらか一方に偏るのではなく，特定の専門技術を
磨きながら幅広くバランスよく能力を身につけることが，
今後目まぐるしく変化する世界に柔軟に対応する処世術
の一つであるように思う。
複数の能力「カード」があると，それらを掛け合わせたり，
組み合わせたりして新たな強みとなる。
イラスト制作技術もそのカードの一つとして，ぜひオス
スメしたい。
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